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News Release （リサーチ結果報告） 
 

2014年 11月 27日 

報道関係者 各位 

ライフネット生命保険株式会社 

 

～主婦 1,000人に聞いた、夫が働けなくなるリスクに関する意識調査～ 
 

■身近な人が病気やケガで長期就業不能になったことはある？ 

 主婦の 3人に 1人が「長期間働けなくなった人が身近にいる」と回答 

 身近で長期就業不能になった人 1位「自分や夫の親」、2位「親戚」、3位「自分の友人」 

■夫が病気やケガで長期就業不能になった場合を考えたことはある？ 

 旦那さん必見！「夫が長期間働けなくなったことを考えたことがある」 主婦の 3人に 2人 

 身近に就業不能になった人がいる主婦は意識高！8割が「夫の就業不能をイメージ」 

■もしも夫が長期就業不能になったら…不安なことは？ 

 精神的、肉体的不安よりも、金銭面の不安が上位を独占 

 不安なこと 1位「日々の生活費」8割半、2位「住宅ローンの返済」、3位「夫の治療費」  

■もしも夫が長期就業不能になったら…どうやって生活する？ 

 1位「貯金を取り崩す」、2位「自分の働く時間を増やす」、3位「趣味・娯楽費を節約」 

 主婦の 1割弱が、クルマや自宅といった資産の売却を決断！ 

■もしも夫が長期就業不能になったら…家族はどのくらいの期間生活できる？  

 「半年しか生活できない」が 6割半、「1年以内」ではなんと 8割半！ 

 「夫が働けなくなると 1週間しか生活できない」家庭も 1割 

 「夫が長期就業不能になっても 2年以上生活できる」家庭は 1割半に留まる 

■就業不能保険 知っている？ 必要だと思う？ 

 就業不能保険はまだまだ認知度不足。「存在を知らなかった」主婦の 7割 

 就業不能保険 「必要だと思う！」は主婦の 8割半 

 

ライフネット生命保険株式会社 マーケティング部：関谷 

TEL：03－5216－7900

本件に関するお問い合わせ先 

本リリース内容の転載に際しては、「ライフネット生命調べ」とご記載ください。 

グラフデータは、ライフネット生命ウェブサイトよりご利用いただけます。 

http://www.lifenet-seimei.co.jp/newsrelease/ 
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◆身近にいる、病気やケガで長期就業不能になった方 (複数回答)

全体【n=1000】

 

 

ライフネット生命保険株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長兼 COO 岩瀬大輔）

は 2014 年 10月 24 日～28 日の 5 日間、配偶者がいて、かつ住宅ローンを組んでいる（自分名

義のみは除く）20～49歳の女性を対象に、「主婦 1,000人に聞いた、夫が働けなくなるリスクに関

する意識調査」をモバイルリサーチ（携帯電話によるインターネットリサーチ）で実施、1,000 名の

有効回答を集計しました。 

 

■身近な人が病気やケガで長期就業不能になったことはある？ 

 主婦の 3人に 1人が「長期間働けなくなった人が身近にいる」と回答 

 身近で長期就業不能になった人 1位「自分や夫の親」、2位「親戚」、3位「自分の友人」 

配偶者がいて、かつ住宅ローンを組んでいる（自分名義のみは除く）20～49歳の主婦1,000名

に、病気やケガで長期就業不能（長期間働けなくなる）になった人が身近にいるか、また、いる場

合はどのような人か聞きました。 

病気やケガで長期就業不能になった人が身近に「いる」と答えた割合は、主婦の 3 人に 1 人

（32.3%）となりました。また、どのような人が長期就業不能になったかについては、「（自分や夫

の）親」（9.9%）や、「親戚」（6.4%）、「自分の友人」（6.1%）が上位に挙がりました。 

 

アンケート総括 

 

 

◆病気やケガで長期就業不能になった方が身近にいるかどうか

全体【n=1000】

いない

67.7％

いる

32.3％



  

 

 
Copyright© LIFENET INSURANCE COMPANY All rights reserved.                3 

News Release （リサーチ結果報告） 
 

■夫が病気やケガで長期就業不能になった場合を考えたことはある？ 

 旦那さん必見！「夫が長期間働けなくなったことを考えたことがある」 主婦の 3人に 2人 

 身近に就業不能になった人がいる主婦は意識高！8割が「夫の就業不能をイメージ」 

では、もっとも身近な家族である夫が長期就業不能になることをイメージするのでしょうか。 

主婦 1,000名に、夫が病気やケガで長期就業不能になった場合のことを考えたことがあるか聞

いたところ、「ある」が 63.2%、「ない」は 36.8%で、主婦の 3人に 2人は考えたことがある、という

結果になりました。 

考えたことが「ある」割合について、長期就業不能になった人が身近にいる主婦・いない主婦で

比較すると、身近にいる主婦では 8 割（78.3%）、身近にいない主婦では 5 割半（56.0%）となりま

した。そのような状態になった人が身近にいる人ほど、もしも自分の夫が同じことになったら、と考

えるのかもしれません。 

 

◆夫が病気やケガで長期就業不能になった場合のことを考えたことがあるか (単一回答)

全体【n=1000】
長期就業不能になった方が

身近にいる主婦【n=500】

長期就業不能になった方が

身近にいない主婦【n=500】

ない

44.0％
ある

56.0％

ない

21.7％

ある

78.3％

ない

36.8％

ある

63.2％
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■もしも夫が長期就業不能になったら…不安なことは？ 

 精神的、肉体的不安よりも、金銭面の不安が上位を独占 

 不安なこと 1位「日々の生活費」8割半、2位「住宅ローンの返済」、3位「夫の治療費」 

続いて、主婦 1,000 名に、もしも夫が病気やケガで長期就業不能になった場合、どのようなこと

が不安か聞いたところ、最も高い割合となったのは「日々の生活費」で、8 割半（86.3%）が不安な

こととして挙げました。次いで高かったのは「住宅ローンの返済」で 7 割半（75.5%）、3 番目に「夫

の治療費」（63.7%）と金銭面での不安が上位に並ぶ結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■もしも夫が長期就業不能になったら…どうやって生活する？ 

 1位「貯金を取り崩す」、2位「自分の働く時間を増やす」、3位「趣味・娯楽費を節約」 

 主婦の 1割弱が、クルマや自宅といった資産の売却を決断！ 

さらに、もしも夫が病気やケガで長期就業不能になった場合、どのように生活すると思うか聞い

たところ、「貯金を取り崩す」（61.8%）との回答が最多となり、次いで「自分の働く時間を増やす」

（55.1%）、「趣味・娯楽費を削る」（51.4%）が 5 割台で上位となりました。以下、「食費を削る」

（45.4%）や「日用品費を削る」（42.5%）といった節約による対策が続きますが、一方で、「クルマを

売却する」（8.9%）、「自宅を売却する」（7.2%）と、資産の売却を考える人もみられました。 
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◆もしも夫が病気やケガで長期就業不能になった場合、どのようなことが不安か (複数回答)

全体【n=1000】

※上位10位まで抜粋
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◆もしも夫が病気やケガで長期就業不能になった場合、どのように生活すると思うか

全体【n=1000】

※上位10位まで抜粋

(複数回答)
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■夫が長期就業不能になったら…家族はどのくらいの期間生活できる？ 

 「半年しか生活できない」が 6割半、「1年以内」ではなんと 8割半！ 

 「夫が働けなくなると 1週間しか生活できない」家庭も 1割 

 「夫が就業不能になっても 2年以上生活できる」家庭は 1割半に留まる 

もしも夫が病気やケガで長期就業不能になった場合、現在の預貯金や自身の収入で、どのくら

いの期間、家族が生活できると思うかを聞いたところ、「半年以内」（「1 週間」～「6 ヶ月」の合計）

が 6割半（62.5%）に達し、「1年以内」（「1週間」～「1年」の合計）では 8割半（84.1%）に達しまし

た。他方、「2年以上」（「2年」～「5年以上」の合計）の割合は 1割半（15.9%）に留まりました。 
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◆もしも夫が病気やケガで長期就業不能になった場合、

現在の預貯金や自身の収入で、どのくらいの期間、家族が生活できると思うか

全体【n=1000】

「半年以内」 62.5%

「1年以内」 84.1% 「2年以上」 15.9%
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■就業不能保険 知っている？ 必要だと思う？ 

 就業不能保険はまだまだ認知度不足。「存在を知らなかった」は主婦の 7割 

 就業不能保険 「必要だと思う！」は主婦の 8割半 

最後に、主婦 1,000名に、民間の保険のひとつである“就業不能保険”について、説明（病気や

ケガをして働けなくなった場合に、毎月のお給料のように給付金を受け取れるもの）を加えた上で、

存在を知っていたか、また、必要だと感じるかを聞きました。 

「知っていた」は3割（27.8%）、「知らなかった」は7割（72.2%）となり、存在自体を知らなかった

人が多数派となりました。また、「知っていた」割合を、夫が長期就業不能になった場合のことを考

えたことがある主婦・ない主婦で比較すると、考えたことがある主婦は 3 割半（35.6%）だったのに

対し、考えたことがない主婦は 1割半（14.4%）に留まりました。夫の長期就業不能を想定したこと

がある人ほど、もしもの時に対する備えや対策についても、知ろうとする機会が多いのかもしれま

せん。 

他方、「必要だと感じる」割合は 8 割半（86.9%）に達し、大多数の人が就業不能保険を必要だ

と感じていることがわかりました。 

 

◆民間の保険のひとつである“就業不能保険”について存在を知っていたか (単一回答)

全体【n=1000】 考えたことがある主婦【n=632】 考えたことがない主婦【n=368】

夫が長期就業不能になった場合のことを考えたことがあるかどうか

知らなかった

72.2％

知っていた

27.8％

知らなかった

64.4％

知っていた

35.6%

知っていた

14.4%

知らなかった

85.6％

◆民間の保険のひとつである“就業不能保険”について必要だと感じるか (単一回答)

全体【n=1000】

必要だと

感じない

13.1％

必要だと

感じる

86.9％
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ライフネット生命保険株式会社  マーケティング部：関谷 

TEL：03－5216－7900 

 

調査協力会社：ネットエイジア株式会社 

 

◆ ライフネット生命について URL： http://www.lifenet-seimei.co.jp/ 

ライフネット生命保険は、相互扶助という生命保険の原点に戻り、「正直に経営し、わかりやすく、安くて

便利な商品・サービスの提供を追求する」という理念のもとに設立された、インターネットを主な販売チ

ャネルとする新しいスタイルの生命保険会社です。インターネットの活用により、高い価格競争力と 24

時間いつでも申し込み可能な利便性を両立しました。徹底した情報開示やメール・電話・対面での保険

相談などを通じて、お客さまに「比較し、理解し、納得して」ご契約いただく透明性の高い生命保険の選

び方を推奨し、「生命（いのち）のきずな＝ライフネット」を世の中に広げていきたいと考えています。 

 

本件に関するお問い合わせ先 

■会社名       ：ライフネット生命保険株式会社 

■代表者名     ：代表取締役社長兼 COO 岩瀬 大輔 

■設立         ：2006年 10月 

■所在地       ：東京都千代田区麹町二丁目 14番地 2 麹町 NKビル 

■業務内容     ：インターネットを利用した生命保険の販売 

■ホームページ ：http://www.lifenet-seimei.co.jp/ 

■■調査概要■■ 

■調査タイトル：主婦1,000名に聞いた、夫が働けなくなるリスクに関する意識調査 

■調査対象：ネットエイジアリサーチのモバイルモニター会員を母集団とする 

配偶者がいて、かつ住宅ローンを組んでいる（自分名義のみは除く） 

20～49歳の女性 

■調査期間：2014年10月24日～10月28日 

■調査方法：モバイルリサーチ 

■調査地域：全国 

■有効回答数：1,000サンプル（有効回答から1,000サンプルを抽出） 

■実施機関：ネットエイジア株式会社 

■■報道関係者様へのお願い■■ 

本リリース内容の転載にあたりましては、「ライフネット生命調べ」 
という表記をお使い頂けますよう、お願い申し上げます。 


